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【
エ
ッ
セ
イ
】
華
麗
な
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
―
そ
の
永
遠
の
光
芒
（
二
）
皇
帝
カ
ー
ル
六
世
と
国
事
詔
書
富　
山　
典　
彦
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
の
弟
カ
ー
ル
六
世
は
、
一
六
八
五
年
十
月
一
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
生
ま
れ
た
。
一
六
七
八
年
生
ま
れ
の
兄
と
は
九
歳
も
年
が
離
れ
て
い
た
。
カ
ー
ル
が
生
ま
れ
た
と
き
、
兄
は
も
う
、
帝
国
の
後
継
者
と
し
て
の
地
位
を
固
め
て
い
た
。
長
子
単
独
相
続
で
は
な
い
と
は
い
え
、
次
男
の
カ
ー
ル
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
王
を
継
ぐ
こ
と
し
か
な
く
、
ま
た
、
そ
う
予
定
さ
れ
て
い
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
母
親
は
、
こ
の
次
男
に
よ
り
大
き
な
愛
情
を
注
い
だ
。
ス
ペ
イ
ン
と
言
え
ば
、
イ
エ
ズ
ス
会
。
カ
ー
ル
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
家
庭
教
師
と
し
て
教
育
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
兄
と
は
違
っ
て
、
「
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
伝
統
」
に
忠
実
、
つ
ま
り
、
女
性
に
対
し
て
軽
い
浮
気
心
な
ど
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
音
楽
は
、
オ
ル
ガ
ン
奏
者
で
宮
廷
楽
長
の
ヨ
ー
ハ
ン
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ッ
ク
ス
の
指
導
を
受
け
た
。そ
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ
ス
二
世
が
一
七
〇
〇
年
十
一
月
一
日
に
逝
去
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
系
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
血
は
絶
え
て
し
ま
う
。
カ
ル
ロ
ス
二
世
は
、
ス
ペ
イ
ン
王
の
ほ
か
に
、
ナ
ポ
リ
と
シ
チ
リ
ア
の
王
位
も
持
っ
て
い
た
。
さ
て
、
こ
の
王
位
を
誰
が
継
ぐ
こ
と
に
な
る
か
。
一
七
〇
三
年
九
月
十
九
日
、
い
よ
い
よ
ス
ペ
イ
ン
行
き
の
日
が
来
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
カ
ー
ル
は
、
十
八
歳
の
誕
生
日
を
目
前
に
控
え
て
い
た
。
だ
か
ら
ま
だ
結
婚
も
し
て
い
な
い
。「
民
に
奉
仕
す
る
た
め
の
犠
牲
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
の
ス
ペ
イ
ン
行
き
だ
っ
た
。
母
2
親
に
愛
さ
れ
て
育
っ
た
息
子
と
そ
の
母
と
の
別
れ
は
、
さ
ぞ
か
し
辛
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
七
〇
六
年
七
月
二
日
に
は
ス
ペ
イ
ン
王
に
選
出
さ
れ
、
カ
ル
ロ
ス
二
世
の
あ
と
を
受
け
て
、
カ
ル
ロ
ス
三
世
と
な
る
。
カ
ル
ロ
ス
三
世
は
、
こ
の
と
き
ま
だ
独
身
だ
っ
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
王
に
選
出
さ
れ
た
と
は
い
い
な
が
ら
、
い
ま
だ
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
が
決
着
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
一
七
〇
八
年
八
月
一
日
、
カ
ル
ロ
ス
三
世
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
結
婚
す
る
。
結
婚
相
手
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ッ
テ
ル
公
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
＝
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ
で
あ
っ
た
。
も
う
ず
い
ぶ
ん
以
前
に
、
ド
イ
ツ
諸
侯
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
お
も
に
ル
タ
ー
派
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
彼
女
は
も
ち
ろ
ん
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
だ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
大
公
と
結
婚
す
る
た
め
に
、
一
七
〇
七
年
五
月
一
日
、
バ
ン
ベ
ル
ク
の
大
聖
堂
で
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
に
よ
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
洗
礼
を
受
け
て
い
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
は
な
に
か
と
敵
対
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ボ
ン
家
だ
が
、
ス
ペ
イ
ン
王
位
を
め
ぐ
っ
て
、
対
立
は
先
鋭
化
す
る
。
こ
の
当
時
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
際
社
会
は
確
立
し
て
い
て
、
い
く
つ
も
の
国
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
利
権
に
よ
り
、
同
盟
し
て
み
た
り
、
戦
争
し
て
み
た
り
、
そ
し
て
、
和
議
を
結
ん
で
み
た
り
と
、
そ
の
複
雑
な
国
際
関
係
の
推
移
に
追
い
つ
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
そ
の
も
の
を
こ
こ
で
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
は
や
め
て
、「
若
い
宮
廷
」
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
「
暗
躍
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
み
よ
う
。
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
前
の
英
雄
広
場
に
建
っ
て
い
る
二
人
の
騎
馬
像
の
一
人
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
属
国
で
あ
る
サ
ヴ
ォ
ア
か
ら
来
た
オ
イ
ゲ
ン
で
あ
る
。
彼
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
を
ト
ル
コ
か
ら
救
っ
た
ば
か
り
か
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
は
る
か
東
の
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
を
ト
ル
コ
か
ら
解
放
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
の
「
暗
躍
」
だ
が
、
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
は
ま
ず
、
宿
敵
フ
ラ
ン
ス
と
の
妥
協
の
道
を
探
る
。
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
の
死
後
、
誰
が
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
な
る
べ
き
か
。
こ
の
皇
帝
は
、
七
人
の
選
帝
侯
に
よ
る
選
挙
で
選
ば
れ
る
の
が
原
則
だ
。
た
だ
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
こ
れ
ま
で
、
皇
帝
の
目
の
黒
い
う
ち
に
、
息
子
を
ロ
ー
マ
＝
ド
イ
ツ
王
に
選
ば
せ
て
お
き
、
皇
帝
の
死
ん
だ
あ
と
、
そ
の
王
が
皇
帝
に
な
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
、
事
実
上
皇
帝
位
を
世
襲
化
し
て
き
た
。
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
の
長
男
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
則
っ
て
少
年
の
と
き
に
す
で
に
王
に
な
っ
て
い
た
が
、
3
そ
の
次
が
な
か
っ
た
。
次
の
皇
帝
に
は
誰
が
な
る
の
か
。
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
は
、
そ
の
有
力
な
候
補
に
な
る
で
あ
ろ
う
プ
ロ
イ
セ
ン
王
を
な
ん
と
し
て
で
も
阻
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
は
も
と
も
と
、
ロ
ー
マ
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
の
世
界
の
長
だ
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
皇
帝
な
ど
、
い
か
が
な
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
君
主
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
王
と
の
妥
協
の
道
を
探
る
。
も
と
も
と
パ
リ
の
宮
廷
に
出
入
り
し
て
い
た
オ
イ
ゲ
ン
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の
道
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
マ
ー
ル
ボ
ロ
公
と
の
強
い
絆
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
ス
ペ
イ
ン
王
に
加
え
て
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ま
で
を
も
手
に
す
る
こ
と
へ
の
恐
怖
が
生
ま
れ
、
一
七
一
二
年
の
オ
イ
ゲ
ン
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
女
王
ア
ン
ナ
と
の
交
渉
の
失
敗
に
よ
り
、「
大
連
合
」
は
瓦
解
し
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
ス
ペ
イ
ン
を
諦
め
、
そ
の
か
わ
り
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
を
確
保
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
王
と
し
て
は
、
ブ
ル
ボ
ン
家
か
ら
フ
ェ
リ
ペ
五
世
が
正
式
に
承
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
か
わ
り
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
同
盟
は
禁
じ
ら
れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
に
な
り
、
さ
ら
に
ミ
ラ
ノ
と
ナ
ポ
リ
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
領
土
と
な
る
。
サ
ヴ
ォ
ア
公
は
シ
チ
リ
ア
王
を
獲
得
し
、
大
ブ
リ
テ
ン
王
国
に
は
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
と
ニ
ュ
ー
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
与
え
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
孫
を
ス
ペ
イ
ン
王
に
し
た
見
返
り
と
し
て
、
新
た
な
領
土
の
獲
得
は
な
い
。
ま
あ
こ
の
よ
う
な
取
り
決
め
が
、
一
七
一
三
年
四
月
十
一
日
に
締
結
さ
れ
た
。
世
界
史
の
授
業
で
習
っ
た
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
和
約
で
あ
る
。
皇
帝
は
こ
の
和
約
を
拒
否
し
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
帝
国
議
会
も
戦
争
継
続
を
決
定
す
る
が
、
そ
の
裏
に
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
と
っ
て
緊
急
の
課
題
が
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
に
あ
る
フ
ァ
ヴ
ォ
リ
ー
タ
城
で
、
四
月
十
九
日
に
秘
密
会
議
が
行
わ
れ
、Pragm
atische 
Sanktion
、
か
の
有
名
な
「
国
事
詔
書
」
が
発
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
皇
帝
カ
ー
ル
六
世
は
、
な
ん
と
し
て
で
も
こ
の
詔
書
を
帝
国
諸
侯
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
王
侯
に
認
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
。そ
れ
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
分
割
相
続
を
し
て
い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
だ
っ
た
が
、
こ
の
詔
書
に
は
、
今
後
は
長
子
単
独
相
続
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
も
誕
生
し
て
い
な
い
し
、
長
男
レ
オ
ポ
ル
ト
も
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
万
が
一
の
た
め
に
、
こ
の
「
長
子
」
が
男
性
で
も
女
性
で
も
い
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
カ
ー
4
ル
六
世
の
兄
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
に
は
二
人
の
娘
が
い
た
が
、
か
り
に
カ
ー
ル
六
世
に
男
児
が
恵
ま
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
カ
ー
ル
六
世
の
娘
に
こ
の
二
人
の
プ
リ
ン
セ
ス
よ
り
も
優
先
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。つ
ま
り
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
家
領
が
、
こ
の
先
ず
っ
と
、
カ
ー
ル
六
世
の
子
孫
に
一
体
の
も
の
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先
カ
ー
ル
六
世
は
、
こ
の
国
事
詔
書
を
承
認
し
て
も
ら
う
た
め
に
ひ
た
す
ら
奔
走
す
る
。
そ
の
手
始
め
は
、
宿
敵
フ
ラ
ン
ス
と
の
和
解
で
あ
る
。
一
七
一
四
年
三
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
ラ
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
ブ
ル
ボ
ン
家
と
の
和
平
条
約
が
締
結
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
ラ
イ
ン
川
右
岸
を
最
終
的
に
放
棄
し
、
帝
国
諸
侯
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
は
本
来
の
バ
イ
エ
ル
ン
と
ケ
ル
ン
の
選
帝
侯
位
を
取
り
戻
す
。
そ
の
か
わ
り
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
ス
ペ
イ
ン
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
イ
タ
リ
ア
半
島
に
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
領
土
を
獲
得
し
、
イ
タ
リ
ア
で
の
主
導
権
を
手
に
入
れ
る
。
続
い
て
、
九
月
七
日
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
の
和
議
が
成
立
す
る
が
、
緊
張
関
係
は
な
お
も
持
続
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
五
世
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
皇
帝
カ
ー
ル
六
世
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
譲
り
渡
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
の
領
土
の
回
復
を
は
か
ろ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
今
や
大
ブ
リ
テ
ン
王
国
と
な
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
帝
国
諸
侯
の
な
か
で
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ザ
ク
セ
ン
の
独
立
志
向
が
強
く
な
り
、
皇
帝
に
は
も
は
や
手
の
施
し
よ
う
の
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
王
ア
ン
ナ
が
逝
去
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
太
陽
王
」
ル
イ
十
四
世
が
引
退
す
る
。
空
席
と
な
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
に
は
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
選
帝
侯
ゲ
オ
ル
ク
が
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
と
し
て
戴
冠
す
る
。
し
ば
ら
く
の
安
息
、
か
と
思
い
き
や
、
ま
た
ま
た
ト
ル
コ
が
不
穏
な
動
き
を
す
る
。
ト
ル
コ
は
ま
ず
、
ベ
ネ
チ
ア
領
の
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
を
占
領
す
る
。
そ
こ
で
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
進
言
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
教
皇
に
支
持
さ
れ
て
、
皇
帝
カ
ー
ル
六
世
と
ベ
ネ
チ
ア
と
の
同
盟
が
成
立
す
る
。
一
七
一
六
年
四
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
進
軍
し
て
き
た
ト
ル
コ
軍
を
、
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
に
率
い
ら
れ
た
七
万
人
の
皇
帝
軍
が
迎
え
撃
ち
、
八
月
五
日
、
皇
帝
軍
は
大
勝
利
を
勝
ち
取
る
。
そ
の
余
勢
を
駆
っ
て
、
バ
ナ
ー
ト
を
占
領
し
、
ボ
ス
ニ
ア
を
超
え
て
ワ
ラ
キ
ア
ま
で
軍
を
進
め
る
。
時
の
ロ
ー
マ
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
十
一
世
は
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
に
、
宝
5
石
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
飾
ら
れ
た
剣
と
帽
子
を
与
え
る
。
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
こ
の
よ
う
な
格
別
の
激
励
を
受
け
て
、
一
七
一
七
年
六
月
半
ば
に
は
、
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
率
い
る
皇
帝
軍
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
北
東
に
進
撃
す
る
。
も
ち
ろ
ん
ト
ル
コ
軍
も
こ
こ
は
死
守
す
べ
き
で
あ
り
、
七
月
三
十
日
に
は
援
軍
が
駆
け
つ
け
る
が
、
皇
帝
軍
は
八
月
十
六
日
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
要
塞
に
突
撃
し
、
十
八
日
に
は
市
内
に
侵
入
し
、
な
ん
と
、
四
倍
の
敵
に
勝
利
す
る
。
こ
う
し
て
、
一
七
一
八
年
七
月
二
十
一
日
に
は
パ
ッ
サ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
和
平
条
約
が
結
ば
れ
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
は
ド
イ
ツ
人
の
都
市
に
な
る
。
こ
の
ド
イ
ツ
人
を
「
ド
ナ
ウ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
」
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
も
と
も
と
こ
の
地
域
に
多
く
住
ん
で
い
た
セ
ル
ビ
ア
人
は
、
都
市
に
住
む
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
郊
外
に
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
遠
い
将
来
に
、
セ
ル
ビ
ア
人
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
皇
位
継
承
者
フ
ラ
ン
ツ
＝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
夫
妻
を
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
で
殺
害
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
種
子
は
こ
こ
に
蒔
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
も
う
、
ト
ル
コ
の
脅
威
は
過
去
の
も
の
と
な
る
。
そ
の
最
大
の
功
労
者
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
だ
が
、
戦
い
の
天
才
は
、
武
器
な
き
戦
い
で
あ
る
外
交
戦
略
で
は
な
に
か
と
邪
魔
者
扱
い
さ
れ
た
の
か
、
怒
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
カ
ー
ル
六
世
か
ら
す
れ
ば
、
も
う
戦
い
は
や
め
に
し
て
、「
国
事
詔
書
」
を
認
め
て
も
ら
い
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
安
泰
を
祈
念
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。一
七
一
六
年
四
月
十
二
日
に
、
長
男
レ
オ
ポ
ル
ト
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
年
の
十
一
月
四
日
に
は
死
去
し
て
お
り
、
男
系
が
絶
え
て
も
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
家
領
を
娘
に
単
独
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
規
定
し
た
「
国
事
詔
書
」
は
、
ま
さ
に
預
言
の
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
翌
年
一
七
一
七
年
五
月
十
三
日
に
は
長
女
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
が
誕
生
し
、
一
七
一
八
年
九
月
十
四
日
に
次
女
マ
リ
ア
＝
ア
ン
ナ
が
誕
生
す
る
。
待
望
の
男
の
子
は
ま
だ
生
ま
れ
な
い
。
三
女
マ
リ
ア
＝
ア
マ
ー
リ
ア
が
生
ま
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
あ
と
、
一
九
二
四
年
四
月
五
日
の
こ
と
だ
か
ら
、
次
女
と
三
女
の
間
の
こ
の
空
白
が
何
を
意
味
す
る
の
か
。
愛
妻
家
カ
ー
ル
六
世
は
、
最
後
に
も
う
一
度
、
男
の
子
が
生
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
賭
け
て
み
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
結
果
は
ま
た
女
の
子
。
こ
こ
で
つ
い
に
「
国
事
詔
書
」
の
緊
急
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
ル
六
世
夫
妻
と
三
人
の
娘
た
ち
を
描
い
た
、
一
七
三
〇
年
の
絵
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
年
の
四
月
十
九
日
に
、
三
女
マ
リ
ア
＝
ア
マ
ー
リ
ア
が
死
去
し
て
し
ま
う
の
で
、
こ
の
五
人
家
族
の
絵
に
は
ど
こ
と
な
く
悲
し
み
の
表
情
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
を
予
期
し
て
い
た
の
6
か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
絵
が
三
女
の
死
の
あ
と
に
描
か
れ
た
も
の
な
の
か
、
い
ろ
い
ろ
と
想
像
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
間
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
情
勢
は
複
雑
怪
奇
に
変
転
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
一
七
一
八
年
八
月
二
日
の
大
ブ
リ
テ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
同
盟
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
最
終
的
に
ス
ペ
イ
ン
を
諦
め
る
が
、
そ
の
か
わ
り
、
シ
チ
リ
ア
を
獲
得
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
カ
ー
ル
六
世
の
兄
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
の
二
人
の
娘
の
夫
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
妻
の
相
続
放
棄
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
は
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
国
際
関
係
に
登
場
し
た
こ
と
の
な
い
ロ
シ
ア
が
表
舞
台
に
登
場
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
接
近
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
ブ
ル
ボ
ン
家
出
身
の
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
五
世
は
、
ス
ペ
イ
ン
王
位
を
め
ぐ
っ
て
戦
っ
た
カ
ー
ル
六
世
と
、
一
七
二
五
年
四
月
三
十
日
に
同
盟
を
結
ぶ
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
ス
ペ
イ
ン
に
認
め
る
代
わ
り
に
、
パ
ル
マ
と
ピ
ア
ツ
ェ
ン
ツ
ァ
と
ト
ス
カ
ナ
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
領
と
な
り
、
同
時
に
ス
ペ
イ
ン
は
「
国
事
詔
書
」
を
承
認
す
る
。
こ
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
ロ
シ
ア
も
プ
ロ
イ
セ
ン
も
ザ
ク
セ
ン
も
バ
イ
エ
ル
ン
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
も
、「
国
事
詔
書
」
を
認
め
る
。
こ
う
し
て
、
一
七
二
七
年
の
時
点
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
二
つ
の
同
盟
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ひ
と
つ
は
、
大
ブ
リ
テ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
デ
ン
マ
ー
ク
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
ロ
シ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
と
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ザ
ク
セ
ン
と
バ
イ
エ
ル
ン
で
あ
る
。
一
七
四
〇
年
に
カ
ー
ル
六
世
が
死
ん
だ
あ
と
、
認
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
「
国
事
詔
書
」
を
反
故
に
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
が
起
こ
る
が
、
そ
の
相
手
が
プ
ロ
イ
セ
ン
と
バ
イ
エ
ル
ン
と
ザ
ク
セ
ン
だ
っ
た
か
ら
、
や
は
り
こ
の
同
盟
も
当
て
に
な
ら
な
い
。
条
約
と
は
破
棄
す
る
た
め
に
締
結
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。そ
ん
な
な
か
、
一
七
三
三
年
二
月
一
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
三
世
が
逝
去
す
る
。
こ
の
王
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
と
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
を
兼
ね
て
い
た
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
と
は
違
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
は
跡
継
ぎ
が
い
な
い
か
ら
起
こ
っ
た
戦
争
で
は
な
い
。
彼
に
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
＝
ア
ウ
グ
ス
ト
と
い
う
歴
と
し
た
息
子
が
い
て
、
そ
の
息
子
は
先
の
皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
の
長
女
マ
リ
ア
＝
ヨ
ゼ
フ
ァ
と
一
七
一
九
年
に
結
婚
し
て
い
る
。
こ
の
相
続
に
横
や
り
を
入
れ
て
き
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
十
五
世
で
あ
っ
た
。
自
分
の
義
父
ス
タ
ニ
ス
ラ
ウ
・
レ
ク
ツ
ィ
ン
ス
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キ
ー
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
議
会
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
に
選
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
を
継
い
だ
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
＝
ア
ウ
グ
ス
ト
は
、
妻
の
相
続
を
放
棄
す
る
こ
と
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ロ
シ
ア
の
支
持
を
得
て
、
そ
の
圧
力
に
よ
っ
て
レ
ク
ツ
ィ
ン
ス
キ
ー
を
追
放
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
会
に
自
ら
を
王
と
し
て
認
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
が
宣
戦
布
告
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
が
始
ま
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
狙
い
は
、
実
は
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
と
並
び
称
さ
れ
る
ロ
レ
ー
ヌ
、
ド
イ
ツ
語
で
言
う
と
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
フ
ラ
ン
ツ
＝
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
こ
そ
、
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
が
そ
の
愛
を
捧
げ
た
生
涯
た
だ
一
人
の
男
性
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
結
婚
が
実
現
し
た
暁
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
が
統
合
さ
れ
、
ア
ル
ザ
ス
ま
で
が
風
前
の
灯
火
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
先
代
皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
の
次
女
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
バ
イ
エ
ル
ン
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
は
、
同
盟
か
ら
離
れ
て
フ
ラ
ン
ス
側
に
つ
く
が
、
そ
の
狙
い
は
も
う
、
こ
こ
で
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
戦
争
の
結
果
、
一
七
三
八
年
十
一
月
十
八
日
に
ウ
ィ
ー
ン
の
和
平
条
約
が
結
ば
れ
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
が
正
式
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
三
世
と
な
り
、
レ
ク
ツ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
「
名
誉
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
」
の
称
号
を
得
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
巧
妙
さ
は
、
そ
の
あ
と
だ
。
メ
デ
ィ
チ
家
の
消
滅
に
よ
り
空
白
と
な
っ
た
ト
ス
カ
ナ
を
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
が
手
に
入
れ
、
そ
の
か
わ
り
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
を
「
名
誉
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
」
に
譲
る
。
そ
し
て
そ
の
死
後
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
、
い
や
ロ
レ
ー
ヌ
は
、
そ
の
娘
婿
の
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
十
五
世
の
手
に
落
ち
る
。
ア
ル
ザ
ス
と
ロ
レ
ー
ヌ
が
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
領
と
な
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
宿
敵
フ
ラ
ン
ス
は
、
つ
い
に
「
国
事
詔
書
」
を
承
認
す
る
。
も
は
や
息
子
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
カ
ー
ル
六
世
と
し
て
は
、
何
が
何
で
も
「
国
事
詔
書
」
で
あ
っ
た
。「
若
き
宮
廷
」
の
頭
領
だ
っ
た
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
も
、
老
い
か
ら
も
死
か
ら
も
逃
れ
ら
れ
ず
、
一
七
三
六
年
四
月
二
十
一
日
に
死
去
す
る
。
彼
の
遺
言
は
、「
国
事
詔
書
」
に
よ
り
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
全
家
領
を
独
占
的
に
相
続
す
る
は
ず
の
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
の
結
婚
相
手
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
の
結
婚
相
手
を
め
ぐ
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
た
が
、
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
の
息
子
を
最
適
の
相
手
と
し
た
。
国
際
情
勢
を
考
え
た
と
き
に
は
、
な
る
ほ
ど
、
さ
す
が
英
雄
の
判
断
だ
と
頷
け
る
。
8
し
か
し
、
そ
の
少
し
前
、
同
じ
年
の
二
月
十
二
日
に
、
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
は
最
愛
の
人
と
す
で
に
結
婚
し
て
い
た
。
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
遺
言
に
従
っ
て
い
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
な
ど
と
想
像
す
る
の
は
歴
史
認
識
の
甘
さ
だ
ろ
う
か
。
ウ
ィ
ー
ン
の
中
心
に
あ
る
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
の
な
か
に
あ
る
ク
ロ
イ
ツ
礼
拝
堂
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
は
本
来
無
関
係
だ
っ
た
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
は
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
聖
堂
前
の
広
場
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
の
目
抜
き
通
り
の
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
を
歩
い
て
行
く
と
、
カ
ー
ル
広
場
に
出
る
が
、
こ
こ
に
は
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
優
雅
な
カ
ー
ル
教
会
が
建
っ
て
い
る
。「
国
事
詔
書
」
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
安
泰
を
賭
け
た
皇
帝
カ
ー
ル
六
世
の
祈
り
が
、
こ
の
教
会
に
結
集
し
て
い
る
。
こ
の
皇
帝
の
性
格
は
、
慎
重
す
ぎ
て
決
断
力
に
欠
け
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
、
せ
っ
か
く
ト
ル
コ
を
は
る
か
東
に
封
じ
込
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
死
後
、
無
用
の
戦
い
を
挑
ん
で
、
獲
得
し
て
い
た
領
土
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
、
兄
の
時
代
か
ら
継
続
し
て
い
た
内
政
改
革
に
は
力
を
尽
く
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、「
国
事
詔
書
」
に
よ
り
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
家
領
の
統
一
を
は
か
っ
た
。
一
七
四
〇
年
十
月
二
十
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
国
境
に
あ
る
ノ
イ
ジ
ー
ド
ラ
ー
湖
に
狩
猟
に
行
っ
た
帰
り
、
体
調
を
壊
し
て
急
死
し
た
。
長
女
マ
リ
ア
＝
テ
レ
ジ
ア
は
、
そ
の
と
き
妊
娠
六
ヶ
月
だ
っ
た
た
め
に
、
父
の
死
の
床
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
子
ど
も
こ
そ
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
明
日
を
託
さ
れ
た
、
後
の
皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
で
あ
る
。
 
（
つ
づ
く
）
本
稿
は
、「
成
城
学
び
の
森
」
二
〇
一
五
年
秋
冬
講
座
で
話
し
た
内
容
を
文
章
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
講
座
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
文
章
と
し
て
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
最
近
の
話
題
を
拾
っ
て
み
た
。
参
考
文
献
そ
の
他
は
、
こ
の
「
華
麗
な
る
ハ
ブ
ス
ブ
ル
ク
帝
国　
そ
の
永
遠
の
光
芒
」
が
も
う
少
し
本
格
的
に
書
き
進
め
ら
れ
た
段
階
で
、
順
次
提
示
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
